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市政だより 人口の動き 法律相談日
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今日も楽しくコーラスの練習に励む大村混声合唱団の皆さん

黙々と
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市民文化の向上
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大村混声合唱団

コーラスで心の触れ合い

f 、、

こ

と

を

と

じ

て

く

だ

さ

し、

t 
u 

毎週火曜日 と金曜日の夜7時からヲ時まで楽しく コ

ーラスの練習に励む大村混声合唱団 (笹田宣勝団長、

団員50名〉は、昭和39年に中央公民館の講座から誕生

したものです。

アコーラスで心の触れ合いをがと女性33名男性17名の

皆さんは、忙しい勤めの合い聞を利用 して今日まで黙

々と練習を続けておりますが、市民文化の向上のため

市民音楽祭や民踊大会、ある時は県公民館大会などに

出演 して大きな成果をあげております。 来る12月15日

午後 6時30分から市民会館で、 今までの結果を聞いて

いただこうと発表会を開催します。目下団員の皆さん ( 

は、大久保孝繁さんの指揮で猛練習に励んでおられま

すので当日の発表会が期待されます。
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都
市
計
画
区
域
内
の

りおむ

土
地
の
先
買
い
制
度

四
月

1
日
か
ら

お市政だより

従
来

「公
有
地
の
拡
大
の
推
進

に
関
す
る
法
律」

に
よ
る
土
地
の

先
買
い
制
度
に
よ
り
、

市
街
化
区

域
内
に
お
け
る
土
地
の
取
引
が
制

限
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
た

び
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
昭
和
四

十
八
年
十
二
月

一
日
か
ら
は
都
市

計
画
区
域
全
域
の
土
地
の
取
引
に

つ
い
て
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る

乙
と
に
な
り
、
大
村
市
も
適
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
し
く
λ
は
、
次
の

と
お
り
で
す
が
、
こ

の
制
度
の
趣

旨
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、
住
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み
よ
い
街
を

つ
く
り
あ
げ
る
た
め

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

制
度
の
目
的

わ
た
く
し
た
ち
の
街
を
住
み
よ

く
、
働
き
や
す
く
す
る
た
め
に
は

道
路
、
下
水
道
、
学
校
等
の
諸
施

設
を
計
画
的
に
整
備
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、

地
価
の
上

昇
な
ど
が
わ
ざ
わ
い
し
て
、

諸
施

設
の
整
備
を
進
め
る
た
め
の
土
地

の
取
得
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
都
道
府
県
や
市
町
村
な

ど
が
公
共
的
な
目
的
の
た
め
に
必

要
な
土
地
を
計
画
的
に
し
か
も
先

行
的
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
こ
の
制
度
は
で
き
た
も

の
で
す
。

土
地
の
先
買
い

制
度
と
は

こ
の
制
度
は
、
み
な
さ
ん
が
土

地
の
売
買
な
ど
を
行
お
う
と
す
る

と
き
に
、
そ
の

こ
と
を
特
定
の
公

的
な
機
関
(都
道
府
県
知
事
等
)

に
届
け
出
て
、
公
的
な
機
関
が
そ

の
土
地
を
公
共
的
な
目
的
の
た
め

に
必
要
と
認
め
れ
ば
、
そ
の
土
地

を
優
先
的
に
譲
り
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

土
地
譲
渡
の

届
け
出

都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
で

一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
土
地
を
有

(
成
人
式
名
簿
作
成
中
〉
一

一

一

月
十
五
日
は
「
成
人
の
臼
」
で
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
方
で
確
認
を
希
望
さ
れ
ゐ
方
は
一

一
す
。
こ
の
成
人
式
を
有
意
義
な
も
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

一
の
と
す
る
た
め
、
市
は
新
成
人
代
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

一
表
者
と
共
に
準
備
を
続
け
て
い
ま
⑤
十
二
月
一
日
現
在
の
住
民
票
を
⑤
連

絡

先

.

一

す

。

基

に

し

て

名
簿
を
作
成
し

て

い

市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

一

一
⑤
今

回

の

該

当

者

は

ま

す

が

、

転
入

・
転
出
さ
れ
た

電

話

③

|
四
一

一

一

一

点
的
新
成
人
者
J¥ 

." .. ~~ 

ーー
歳

末

特

別

貯

---~ 
E酉

増

強

運

動

12 

償

で
譲

渡

し
よ
う
と
す
る
と
き

(
土
地
の
売
買
や
交
換
な
ど
)
は
、

契
約
を
結
ぶ
前
に
そ
の
こ
と
を
県

知
事
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
届
け
出
の
受
付
は
市
役
所
で

行
い
ま
す
。

土
地
の
買
取
り

希
望
の
申
し
出

都
市
計
画
区
域
内
の
三
百
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地
を
県
や
市

等
の
公
的
機
関
に
買
い
取
っ
て
ほ

し
い
と
思
え
ば
県
知
事
に
そ
の
旨

を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た

土
地
を
県
な
ど
が
公
共
的
な
事
業

月

犬の放し倉弘、は

ノ/しょう

…
故
一

一率
一

一て
一

一歩
一

一散
一

一同
…

♂
前
±

やめま
日

l
訂

や
そ
の
た
め
の
代
替
地
と
し
て
利

用
で
き
る
と
認
め
れ
ば
、
県
な
ど

が
あ
な
た
と
協
議
を
し
て
、
そ
の

土
地
を
買
い
取
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
な
お
、
申
し
出
の
受
付
は
市
役

所
で
行
い
ま
す
。

届
申け

しし出
た出 ゃ
あを
と

届
け
出
や
申
し
出
の
あ
っ
た
土

地
を
市
、
県
、
土
地
開
発
公
社
な

ど
が
公
共
的
な
目
的
の
た
め
に
必

要
だ
と
考
え
れ
ば
、
県
知
事
は
だ

れ
が
何
の
た
め
に
そ
の
土
地
を
買

い
取
り
た
い
か
を
あ
な
た
に
通
知

し
、
あ
な
た
と
の
間
で
土
地
の
買

取
り
の
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
届
け
出
や
申
し
出
の

あ
っ
た
土
地
を
市
な
ど
が
必
要
と

し
な
い
と
き
は
、

県
知
事
が
そ
の

こ
と
を
あ
な
た
に
通
知
し
ま
す
。

こ
の
通
知
が
あ
る
と
、
一

定
の
期

間
内
は
あ
な
た
は
自
由
に
土
地
を

売

っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

こ
の

い
ず
れ
か
の
通
知
は
、
市

役
所
に
届
け
出
や
申
し
出
を
し
た

日
か
ら
三
週
間
以
内
に
届
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

な
お
、

各
班
別
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
回
覧
し
ま
す
が
、
詳
し
く
は

市
企
画
室
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い。

最
近
市
内
に
お
い
て
犬
に
よ
る

唆
傷
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

乙
れ
は
、
夜
に
犬
の
放
し
飼
い

を
し
た
た
め
、
早
朝
に
散
歩
を
し

て
い
た
老
人
が
被
害
を
受
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。

幸
い
ケ
ガ
は
浅
く
、
大
事
に
は

至
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

一
部

の
心
な
い
飼
い
主
の
た
め
、
こ
う

し
た
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
の
で

い
ま

一
度
、
自
分
の
犬
に
つ
い
て

注
意
を
し
て
下
さ
い
。

飼
い
主
の
義
務

O

飼
い
犬
は
、
飼
い
主
が
占
有

日

1
2
〉
J
'

す
る
場
所
以
外
の
場
所
に
放
し

飼
い
を
し
な
い
こ
と

O

犬
を
つ
れ
出
す
時
は
、
丈
夫

な
鎖
、
又
は
綱
を
か
け
、
人
を

か
む
お
そ
れ
の
あ
る
犬
は
口
輸

を
か
け
る
こ
と
、

又
、
犬
を
散

歩
に
つ
れ
出
す
時
、
犬
の
排
糞

な
ど
は
、
飼
い
主
が
処
分
を
す

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

O

不
用
犬
回
収
日
は
毎
月
十
四

日
で
す
。

不
用
犬
の
回
収
箱
は
、
市
役
所

ほ
か
各
出
張
所
に
備
付
け
て
お

り
ま
す
。

1 
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乙
の
度
、
県
で
は
重
度
心
身
障

害
者
(
児
)
介
護
見
舞
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
該

当
す
る
方
は
十
二
月
十
日
ま
で
に

手
続
を
し
て
下
さ
い
。

申
請
書
は
福
祉
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。

支
給
対
象
者

ム
九
月

一
日
現
在
県
内
に
住
所
を

有
し
、
家
庭
に
在
宅
す
る
四
歳

j
六
十
五
歳
未
満
の
重
度
心
身

障
害
者
(
児
)
で
食
事
、
入
浴
、

排
便
及
び
被
服
の
着
脱
の
す
べ

て
に
介
助
を
要
す
る
者

ム
児
童
相
談
所
、
精
神
薄
弱
者
更

生
相
談
所
の
判
定
に
よ
る
重
度

精
神
薄
弱
者
で
日
常
介
助
を
要

す
る
者

ム
長
期
入
院
患
者
、
施
設
入
所
者

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

見
舞
金
年
額
五
千
円

詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ

ロ弓i

み
ん

明 宏
るそ
いろ
正つ

て
月
を
Eニコ

重度心身障害者に寸

し介護見舞金

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

年額5，000円

l乙郵に 十 ま賀ま
準便よす二小し状す年 小年

T雪そ 23E22宅否包賀
て を区ので十。且、郵は状
下 正分郵 lζ 五 l乙小便十は
さしさ便お日 届包物 :r
いくれ物出、 くはが A ー
。書まはし年 よ年大日十
いす郵下賀 う肉変ま二
ての便さ状 lこに潟
早で番いは 出、雑で日
目、号。二 し年し

①はー圃 取き

li:厚dZ12鉄 f奇t主
き、先のの月道 うなたに
り、の点鉄 20小 ご郵では

え25示日荷 男Zk震
又 は注荷 こ、物 大下はう 受

、意 物 ろ託 村さ、か箱

厚で l芸ま送 重し;言。皇
先くいので 局で置
の、。際 受で

※④③②  
53③おで託遠切荷物届い電
l 尋 lζ 送方れ造にけて話
三ね早は(なはも先下が

J¥ 一二 は目十特い運書はさあ
=六大にこによ送い、いれ
一 三村託月配うので荷。ば
一て駅送二達 l乙途下札 電
己峠小し十扱し中さの 話

JA荷て日いて で い ほ 番
目物下 ζ)下ひ。か 号
肌 居さろへさも 、 を
電黒いまのいが 荷 書

品川……………5テープを切る深堀体協副会長と朝長教育長(宕)

山 とス十と i鳥 i た か家ら下分 ! 日リ た重ゃれれ
野コはキ A 帽ス。れ族れでス十大でン市 ち度収るて年
にン七ロコ子を途てコ、公ター会、グは 実な心容入い末
立パポ、 l谷確中ー!集認 l月をオのこ 事~ど身施院るを
てスス B ス l認で分 ス つ コ ト 十 開 l公の 刀六 、障 設患方;ill
らをトコの水し地ごとた l地一催フ。認、た v..; わ 害 に 者 、 え
れ頼の l 一計て図と一三ス点目しンコび 主主スた児お、長
たり七ス 般 | 久 にに般百のの十ま記 l オ ー百.~ しやら寝く生
ポにキのは三原記 出 コ 二 テ 三 二 し 念 ス リ 日 jJ'た施れた病活
ス、ロ家九城|さ発 l十 l城時 Tこフがエ ー- 1 ち設るき床に
ト秋を族ポ忠木れ し ス ー プ 忠 二 。 ア で ン ( - のの老りに因
を深地コス霊場たまに人が霊十 ミきテ T ツ身子人老お窮
求い図 l ト塔|コし分は切塔五 リた l ー-110= 近供 、人らさ

ノにフ
が 7
2ヨEニニ ・、
多分 、

加!
大
，6. 
2ミ

に
お
ら
れ
る
不
幸
な
方
々
の
幸
せ

を
高
め
る
た
め
、
今
年
も
十
二
月

一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
歳
未
た

す
け
あ
い
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す

み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

一
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

…
事
故
の
内
容
で
多
い
も
の

~
は
次
の
と
お
り
で
す
。

…

建
築
現
場
で
の

こ

感

電

事

故

が

ご

ふ

え

て

い

ま

す

ザ

・
ク
レ
ー
ン
車
の
先
端
が
高
~

ゲ

圧

線

に

触

れ

て

感

電

死

一

年
@
ビ
ル
の
足
場
作
業
中
、
パ

一

サ
イ
プ
が
高
圧
線
に
触
れ
感
一

一

電

死

一

戸
@
工
場
新
築
中
、
誤
っ
て
両
一

一
手
で
高
圧
線
を
握
り
感
電
一

一負傷。

!
一

一
一一込対袋
一

一私
矯
れ
心
私

一

、百一。可
Ja
円，E・
田
町
1
ぃI
l
l
t
A
W
也
y

i
る
之
M

V

{

つ
込
ア
冠
雪
ょ

っ
言
一

め
て
歩
き
回
り
全
員
無
事
に
ゴ
ー

ル
イ
ン
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

一
般
の
部

一

位

中

村

譲

組

タ
イ
ム
一
時
間
十
九
分
五

十
八
秒

二
位
副
島
美
一
組

三
位
原
川
靖
宏
組

四
位
川
上
伸
之
組

五
位
吉
村
和
弘
組

家
族
の
部

一
位
江
口
勝
彦
組

タ
イ
ム
一
時
間
四
十
一
分

二
位
川
上
久
美
子
組

三
位
山
田
英
世
組

四
位
鐘
ケ
江
和
徳
組

五
位
朝
倉
正
美
組

i
年
末
の
小
荷
物
・
郵
便
物
は

b
早
自
に

i

りおおむ市政だより(3) 
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大
村
湾
の
漁
介
類

極①

め①

て①

安①

全①

;水;
!銀j

;検l
i査j
!のi
;結1
i果;

本
年
七

t
八
月
、
新
聞
、
テ
レ

ビ
等
で
問
題
に
な
り
、

国
民
を
不

安
の
ど
ん
底
に
陥
れ
た
魚
の
水
銀

汚
染
に
つ
い
て
、
国
の
委
託
を
受

け
て
県
で
有
明
海
を
中
心
に
し
た

魚
介
類
の
水
銀
汚
染
を
調
査
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
そ
の
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

県
が
衛
生
研
究
所
で
実
施
し
た

総
件
数
は
手
五
百
三
検
体
で
、
乙

の
中
の
二

l
三
検
体
に
つ
い

て
は

再
検
査
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
中

-Z 

• • • 
-
a
 

• • 
圃

• • • 
-
a
 

• • • • 
圃

• • • • • • 
幽圃

-r.
，
 

表彰 される

県読書活動推進大会で

来「泉読書会」*

ーー，下

水

で
、
そ
の
他
の
魚
種
に
つ
い
て
は

暫
定
基
準
を
下
回
る
も
の
ば
か
り

で
、
極
め
て
安
全
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。大

村
湾
の
魚
介
類
に
つ
い
て
は

別
表
の
と
お
り
最
高
は
「
あ
な
ど
」

の
0
・
0
五
司
自
(
暫
定
基
準
の

1
一B
)
か
ら
最
低
の
「
ぼ
ら
」
「
あ
じ
」

の
0
・
0
0八
2
5以
下
(
暫
定

基
準
の
1
一日
)
と
い
う
結
果
で
、
安

全
性
が
立
証
さ
れ
ま
し
た
。

安
心
し
て
食
べ
て
下
さ
い
。

大村湾産魚類の水銀分析結果

48.9.28大村市箕島沖で漁獲 したもの

暫定基準=総水銀で0.4PPm

魚、 種 総水銀 量 PPm 

、、ー声 の し ろ 0.020 0.010 0.009 

ぼ り 0.008以下 0.008以下 0.008 

た 、ヲー 0.008 0.014 0.013 

き す 0.035 0.035 0.037 

あ な ご 0.048 0.050 0.047 

あ じ 0.008以下 0.008以下 0.008以下

ひ め こ ち 0.049 0.045 0.043 

秋
の
読
書
週
間
が
十
月
二
十
七

日
か
ら
二
週
間
に
わ
た
り
全
国
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
長
崎
県
図

書
館
協
会
は
、
こ
れ
を
機
に
読
書

運
動
を
盛
り
あ
げ
よ
う
と
、
去
る

十

一
月
八
日

「県
読
書
活
動
推
進

大
会
」

を
長
崎
市
で
開
催
し
ま
し

た。

当
日
は
、
県

τ
各
市
町
村
の
教

育
委
員
会
、
公
民
館
職
員
、
読
書

グ
ル
ー
プ
の
会
員
な
ど
約
三
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
が
、
特
に
大
村

市
「
泉
読
書
会
L

(

代
表
者
渡
海
チ

カ
さ
ん
)
は
、
永
年
に
わ
た
り
地

域
の
読
書
活
動
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

泉
読
書
会
は
昭
和
三
十
六
年
に

婦
人
会
の
教
養
活
動
と
し
て
発
足

し
、
毎
月
一
回
読
ん
だ
本
の
感
想

を
発
表
し
あ
っ
て
教
養
を
高
め
て

お
り
ま
す
。

現
在
は
三
十
名
の
会
員
が
毎
月

二
十
五
日
を
定
例
会
と
し
て
、
図

書
館
に
集

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

道

ひ

り

iく

暮

り

し

新

の

時
(備考:1魚種につき 3検体を調査した)

一ρ
一一一一

~
h
ノ

ん

一
レ
…

一
人

一

ム
一婦

一

笑いの中で

体力っくり

楽

し

く

初
人 会 一

十

一
月
二
十
一
日
市
民
体
育
館

で
は
市
連
合
婦
人
会

(小
松
初
子

会
長
)
主
催
で
婦
人
レ
ク
リ
エ

l

ジ
ョ
ン
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た。

堂
々
の
入
場
行
進
か
ら
ラ
ジ

オ
体
操
、
血
圧
測
定
な
ど
各
地
区

負
け
じ
と
競
い
合
い
ま
し
た
。

全
員
笑
い
の
中
で
「
は
て
な
?
」

が
ひ
ろ
う
さ
れ
見
事
な
変
身
ぶ
り

に
場
内
の
か
っ
さ
い
を
浴
び
、
楽

し
い
一
日
を
終
り
ま
し
た
。

市 建 合 婦

寒
さ
に
め
げ
ず

品

ス

カ

ウ
ト
ま
つ
わ

J

皆の

ス
カ
ウ
ト
育
成
後
援
会

(鈴
F

4
一品人

正
忠
会
長
)
は
十

一
月
十
八
日
市

硝
営
陸
上
競
技
場
に
百
七
十
人
の
関

明
係
者
が
集

っ
て
第
三
回
ス
カ
ウ
ト

川

υ張
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

一心

当
日
は
異
状
の
寒
風
が
吹
き
ま

測
し
た
が
全
員
元
気
に
通
信
や
救
急

似
の
ゲ
l
ム
を
し
て
最
後
に
大
だ
こ

を
秋
空
に
揚
げ
開
散
し
ま
し
た
。

の

P

T

A
連

合

体

育

大

会

市
内
小
・
中
学
校
の
育
友
会
会

員
が
相
互
の
親
ぼ
く
と
体
力
を
養

う
た
め
今
年
初
め
て
連
合
体
育
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

十

一
月
十
一
日
市
営
陸
上
競
技

'代

場
で
、
突
然
の
寒
さ
に
見
舞
れ
た

会
員
の
皆
さ
ん
は
元
気
に
走
り
回

り
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
大
会

を
終
了
し
笑
顔
が
み
ち
あ
ふ
れ
で

お
り
ま
し
た
。
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注
射
と
検
診

圃
妊
婦
教
室

妊
振
中
を
元
気
に
過
し
、
丈
夫

な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た
め

の
一
環
と
し
て
聞
き
ま
す
の
で
、

多
数
ど
参
加
下
さ
い
。

第

一
回

十
二
月
十
一

日

母
子
健
康
法
、
妊
娠
中
の
生
活

第
二
回

+

二
月
十
八
日

産
後
の
生
活
、
栄
養
に
つ
い
て

時
間

午
後
一
時
か
ら

場
所

大
村
保
健
所

りむ

圏
三
歳
児
健
康
診
査

お

対
象

昭
和
四
十
五
年
六
月
生
ま

れ
の
人
、
及
び
昭
和
四
十
四
年
八

月
か
ら
昭
和
四
十
五
年
五
月
生
ま

れ
の
人
で
、
ま
だ
健
診
を
受
け
て

い
な
い
人

日
時

十
二
月
二
十
五
日

午
前
九
時
三
十
分
l
十

一
時

午
後

一
時

l
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
大
会
議
室

料
金

無
料
で
す

お市政だより(5) 

テ
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。

圃
妊
婦
及
び
乳
幼
児

健
康
相
談

月 日 |場所 1 時 間

12/ 71古瀬出張所 1q:30~11:001 

12/ 111鈴田出張所 11 3:30~ 15:001 
12/121三浦診療所 19:l0~11:00 

12/141竹松出張所 lJ:自ごli田
12/ 181福重出張所 1q・ 30~11 ・00

12/]91松原出張所 I9:30~ 11:00 

※ 12月11・14日は乳幼児検診のみ

募

集

瞳
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

一
殻

六

十
五
戸

老
人
世
帯
向
三
戸

。
久
原
住
宅

フ
・
コ
棟

第
二
種

簡

易

耐

火
平
家
建

五
戸
建

二
棟

十

戸

一
戸
当
り

三

七

・
コ
二
平
方

来

を

ひ

り

メ
ー
ト
ル

(
三
K
)

間

取

六

畳

、
四
・

五
畳

二
畳
(
板
張
)

。
十
戸
の
う
ち
三
戸
は
老
人
世
帯

を
入
居
さ
せ
ま
す
(
入
居
資
格

は
後
に
述
べ
る
と
お
り
)

。
久
原
住
宅
ケ
・
テ
・
マ
棟

第
一
種
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

六

戸

建

三

棟

十
八
戸

一
戸
当
り

四
七

・
一一二

平
方

メ
ー
ト

ル

(
三
K
)

間
取
り
三
畳
、
六
畳
、
三
畳

O
池
田
ア
パ
ー
ト

第
二
種
中
層
耐
火
構
造
四
階
建

十
六
戸

一
戸
当
り

四
九

・
五
六
平
方

メ
ー
ト
ル

(
三
K
)

間

取

り

六

畳
、
四

・
五
畳

二
畳

(板
張
)

O
竹
松
ア
パ

ー
ト

第

一
種
中
層
耐
火
構
造
四
階
建

二
十
四
戸

一
戸
当
り

五
二

・
九
平
方
メ

ー

ト

ル

(
三
K
)

間

取

り

六

畳
、
四

。
五
畳

三

・
五
回宣

(板
張
)

。
各
住
宅
の
設
備
等

シ
ャ
ワ
ー
室
各
住
宅
に
設
備

ガ

ス

久

原

集

中

供

給
方
式

池
田

・
竹
松

都
市
ガ

ス

便

所

久

原

住

宅

汲

取

式

池
田
、
竹
松
、
水
洗

駐
車
設
備
各
住
宅
と
も
あ
り

く

下

水

ま
せ
ん
。

-
入
居
資
格

ム

一
般
入
居
の
場
合

①
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
を
有

し
所
定
の
家
賃
及
び
敷
金
を
支

払
う
能
力
を
有
す
る
か
た

⑦
本
人
及
び
配
偶
者
の
収
入
を
合

算
し
て
地
利
四
十
七
年
十
二
月

か
ら
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
ま

で
の
総
収
入
を
所
得
税
法
に
基

い
て
控
除
し
た
残
額
の
十
二
分

の
一
か
ら
扶
養
親
族

一
人
に
つ

き

一
万
円
を
控
除
し
た
額
が
、

第

一
種
住
宅
の
場
合
は
、
三
万

戸
を
越
え
五
万
八
千
円
以
下
、

第
二
種
住
宅
の
場
合
は
、
三
万

円
未
満
で
あ
る
こ
と

③
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
ょ

う
と
す
る
事
が
確
実
で
あ
る
親

族

(
未
届
の
配
偶
者
も
し
く
は

婚
約
者
を
含
む
)
が
あ
る
こ
と

ム
老
人
世
帯

(久
原
住
宅
三
戸
)

の
場
合

①
満
六
十
歳
以
上
(
入
居
時
現
在
)

の
若
人
と
配
偶
者
、
又
は
満
十

八
歳
未
満
の
児
童
等
で
構
成
す

る
世
帯
で
あ
る
乙
と

の
そ
の
他
は
一
般
入
居
の
場
合
と

同
じ
条
件
を
必
要
と
し
ま
す
。

。
家
賃

(
予
定
)

久
原
住
宅

フ
・
コ

棟

五

千
八
百
円

ケ
@
テ

・
マ
棟

道
池
田
ア
パ
ー
ト

竹
松
ア
パ

ー
ト

八
千
五
百
円

七
千
五
百
円

九
千
円

。
入
居
敷
金

家
賃
に
対
す
る
二
一力
月
分

。
申
込
受
付

期

間

十

二

月

一
l
一工
l

日

場
所
市
民
課
又
は
各
出
張
所

.
抽
選
日
時

久
原
住
宅

一
月
十
七
日

池
田

・
竹
松
ア
パ

ー
ト

一
一
月
十
五
日

午
前
九
時
三
十
分

。
抽
選
場
所

市
役
所

大

会

議
室

。
入
居
予
定
日

久
原
住
宅
二
月
一
日

池
田

・
竹
松
ア
パ
ー
ト

三
月
一
日

O
な
お
老
人
世
帯
向
住
宅
の
入
居

申
込
み
が
定
数
に
満
た
な
い
場

合
は

一
般
入
居
申
込
者
を
抽
せ

ん
の
対
象
と
し
ま
す

。
入
居
申
込
み
は

一
世
帯
に
つ
き

一
一ヵ
所
ま
で
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
市
建
築
課
へ

園
長
崎
県
勤
労
者

美
術
展
作
品
募
集

会
期
及
び
会
場

長
崎
玉
屋
デ
パ
ー
ト
昭
和
四
十

九
年

一
月
十
七

t
二
十
一

日

佐
世
保
玉
屋
デ
パ

ー
ト

十
九
年
二
月
一

l
五
日

種
目

絵
画

〈
洋
画
、
日
本
画
、

南
画
)
書
道
、
写
真

出
品
者
の
資
格

県
内
に
居
住
し
、
県
内
に
勤
務

先
を
有
す
る
勤
労
者
、
た
だ
し
、

出
品
種
目
を
職
業
と
す
る
者

(職

業
的
専
門
家
)
を
除
く

出
品
の
規
格

①
洋
画
は
三

O
号
以
内
、
日
本
画

は
外
側
C

・∞
ミ
以
内
、
い
ず
れ

も
飾
付
け
に
必
要
な
装
備
を
し

て
お
く
乙
と

①
書
道
は
表
装
、
文
は
仮
表
装
を

し
て
外
側

--a
s×
0

・守口
以
内

で
あ
る
こ
と

①
写
真
は
四
つ
切
り
以
上
で
枠
張

り
と
す
る

④
ガ
ラ
ス
使
用
及
び
規
格
外
の
作

品
は
受
付
け
な
い
。

出
品
点
数

各
種
目
と
も
自
作
未
発
表
の
も

の
で
一
人

一
点
と
す
る
。

た
だ
し
、

展
示
は
会
場
の
都
合

に
よ
り
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

出
品
申
込
要
領

出
品
希
望
者
は
、
搬
入
と
同
時

に
所
定
の
申
込
用
紙
に
所
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
の
こ
と
。

作
品
に
は
氏
名
、
住
所
、
所
属

事
業
所
名
、
作
品
の
題
名
な
ど
を

直
接
明
記
し
て
お
く
こ
と
。

昭
和
田



(6) り

出

品

は

無

料

で

す

が

、

撮

入

搬

所

、

氏

名
、
年
齢
を
ハ
ガ
キ
か
日
時
十
二
月
十
一
日
(
火
)
一

出
の
費
用
は
出
品
者
の
負
担
。

電
話
で

申

し

込

ん

で

下

さ

い

午
後

一
時

l
三
時
三

十

分

一

搬

入

期

日

申

込

先

市

教
育
委
員
会
体
育
課
場
所

市
役
所
大
会
議
室

一

十
二
月
十
七
日

i
二

十

二

日

圃

少

年

バ

ス

ケ

ッ

ト

.

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

内

容

搬

入

場

所

ボ

l
ル

大

会

付

ク

リ

ー

ニ

ン

グ
事
故
は
な
ぜ
一

長
崎
市
桜
町
九
i
l
六

教

室

増
え
る
(
電
動
パ
、
不
ル
)

長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館
内

日

時

十

二

月

九

日

午

前

九

時

日

時

十
二
月
二
十
五
・
二
十
六
白

食
べ
も
の
を
考
え
る
(映
画
)一

長
崎
労
政
事
務
所

場
所

市

民

体

育

館

日

、
一
月
五
・
六

日

同

注

意
し
た
い
訪
問
販
売

(説

一

佐
世
保
市
矢
岳
町
一
t
l

二

資

格

市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員

午
前
九
時
三
十
分

t
十
一

時

三

明

)

佐
世
保
市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

中
学
生
の
み
)

十

分

四

商

品

テ

ス

ト
(
ビ

タ
ミ
ン

C
一

内

佐

世

保
労
政
事
務
所

場

所

三

城

小

学

校

体

育

館

蜂

み

つ

、

ブ

ド

ウ

糖
)

一

詳
し
く
は
県
労
政
課

(電
@

|

圃

月

例

卓

球

大

会

竹

松
小
学
校
体
育
館
国
生
活
技
術
上
の
指
導

(食
品

一

一
一
一
一

内

線

六

三

六

)

へ

対

象

小

学

四

年

生

以

上

の

工

夫

)

:
:
・
ほ
か

日

時

十

二
月
十
六
日
(
日
)

申

込

十

二
月
二
十
日
ま
で
に
市

※
く
わ
し
く
は
商
工
観
光
課
へ

I
l
l
l
i
-
-
I
l
l
-
-

午
前
九
時
三
十
分
開
始

「引
-WI--会

場

市

民

体

育

館

教

育

委

員

会

体

育

課

へ

圏

中

小

企

業

摂

興

「
I
l
l
i
-
-ー
し
競
技
種
目

男

・
女
別
一

・
二
・
服
装

運
動
の
で
き
る
服
装

資

金

の

ご

利

用

を

一

三
部

・
シ
ニ
ア

i

参
加
料

無
料

一

i
l
l
l
l
i
1
1
1
1
1
1
1
1
'
限

度

額

二
可
万
円

以

内

一

・

調

理

師

試

験

申

込

場

所

大
村
ス
ポ
ー
ツ
社

ヘ

i
l
l
l
i
-
-
J

一
・
7

〕

包

一

利

率

年
八

・
六
五
%

申
込
締
切
十
二
月
五
日

一

そ

の

他

一

一

日

時

二

月
五
日

一

-

1

4

一

「
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1し
申

込

所

商
工
会
議
所

一

場

所

長

崎
勤
労
福
祉
会
館

!

薗

婦

人

健

康

教

室

属

新

年

名

刺

交

換

会

市
内
金
融
機
関

佐
世
保
労
働
福
祉
セ
ン
タ

J

v

日
時
昭
和
四
十
九
年

一
月
二
日

詳
し
く
は
、

商
工
会
議
所

〈
準
備
講
習
会
〉

内
容

リ

ズ

ム

運

富

美

谷

体

操

午

前

十

一

時

又

は

市

商

工

観

光

課

へ

佐
世
保

一
月
二
十
四
・
二
十
五
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

、
軽
ス
ポ

l

庁

一

日

県
北
振

興

局

ッ

、
器
具
を
使
用
し
た
運
動
等
場
-F

有
民
会
館

匝

お

わ

び

会
費

五
百
円

長
崎

一

月

二

十

八

・

二

十

九

日

市

政
だ
よ
り
十
一
月
十
五
日
号
一

申

込

十

二
月
十
日
ま
で
に

勤

労

福

祉

会

館

場

所

市

民

体

育

館

の

「ど
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
一

市
役
所
総
務
課

へ

期

間

十

二
月
中
旬
l
三
月
中
旬

ま
し
た
」

の
欄
で、

長
崎
市
宝
町

一

申
込
期
限
十
二
月
十
五
日
ま
で

日
時

毎
週
金
曜
日

.

移

動

生

活

セ

ン

タ

ー

の

日

産
サ
ニ

l
長
崎
版
売
株
式
会

一

に
大
村
保
健
所
へ

午
前
十
時

l
正
午

を

開

設

社
は
、
長
崎
市
宝
町
の
円
産
サ
ニ
一

募
集
人
員
三
十
名

(先
着
順
)

県
生
活
セ
ン
タ
ー
主
催
で
次
の

l
ス
ポ
ー
ツ
カ

l
ク
ラ
ブ
の
誤
り

一

参
加
料

無

料

と

お

り

開

設

し

ま

す

の

で

ど

参

加

で

し

た

の

で

、
お
わ
び
し
て
訂
正

一

申
込

十
二
月
十
四
日
ま
で
、

住

下

さ

い

。

し

ま

す

。

一

ポ
ー

ス

、y
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試
験
手
数
料

千
円

予
備
講
習
費

五
百
円

証
明
書
料
ふ
三
十

t
六
十
円

多た-1-
羅ら公

山i訳

書;五
I Jん -='=-

寺じ寸

跡

諏
訪
線
鳥
居
前
の
パ
ス
停
で
下

い
ち

車
し、

一
の
鳥
居
か
ら
長
い
参
道

を
経
て
、

池
田
郷
の
山
深
く
、
そ

の
昔
、

繁
栄
を
極
め
た
と
い
う
多

羅
山
宝
円
寺
の
跡
が
あ
る
。
本
堂

ご

ま
ど
う

や
護
摩
堂
(
ぼ
ん
悩
を
焼
き
尽
す

に
ゅ
う
ぼ
く

た
め
乳
木
を
た
い
て
仏
に

祈
る

堂
)
の
跡
も
、
今
は
草
木
に
お
お

わ
れ
、
見
る
か
げ
も
な
く
な
っ
て

い
る
が
三
百
数
段
に
及
ぶ
石
段
の

壮
観
さ
や
、
随
所
に
た
ち
な
ら
ぶ

石
仏
が
、
あ
り
し
日
の
姿
を
し
の

ぶ
よ
す
が
と
な
っ
て
い
る
。

本
寺
の
建
立
は
万
治
三
年
(
一

(7) 

乙
お
り
〈
ず

六
六

O
年
)
で
あ
る
が
、

郡
崩
れ

と
い
わ
れ
る
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
発

，
覚
の
大
殉
教
が
あ
っ
て
か
ら
三
年

恐
ら
く
領
民
の
う
け
た
精
神
的
衝

撃
は
大
き
く
、
そ
の
虚
脱
状
態
を

救
う
意
味
で
も
、
神
仏
へ
の
信
仰

を
盛
ん
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

そ
び
ょ
う

大
村
家
の
宗
廟

(先
祖
の
霊
を

あ
が

祭
る
宮
)
と
崇
め
ら
れ
て
い
た
太

や
そ

良
山
大
権
現
が
天
正
年
間
、
耶
蘇

教
徒
に
焼
か
れ
て
い
た
も
の
を
、

時
の
蕃
主
二
十
二
代
純
長
は
再
興

し
た
い
と
思
っ
た
が
、

多
良
岳
は

あ
ま
り
に
も
遠
く
て
不
便
な
の
で

き
色
ん

玖
島
域
の
鬼
門
(
東
北
の
方
角
)

に
当
る
池
田
山
に
建
て
、
乙
れ
を

多
羅
山
千
手
院
宝
円
寺
と
号
し
た

こ
の
寺
に
は
、

太
良
山
大
権
現

の
本
尊
が
、
嬉
野
に
難
を
の
が
れ

当
時
、
抗
出
津
の
観
音
寺
に
あ
っ

た
の
を
移
し
た
。

以
来
、
本
寺
は
大
村
家
代
々
の

祈
願
寺
と
な
り
、

領
内
に
お
け
る

真
言
宗
の
総
本
山
と
し
て
、
も
っ

と
も
格
式
の
高
い
寺
の
一
つ
で
あ

っ
た
。
こ
の
寺
も、

捕
鯨
で
有
名

な
深
沢
儀
太
夫
の
寄
進
に
な
る
も

の
と
伝
え
ら
れ
る
。

明
治
に
な
っ
て
、
藩
が
な
く
な

り
、
し
か
も
、
壇
家
が
少
な
か
っ

た
の
で
、
同
十
七
年
、
廃
寺
と
な

っ
た
。

1___________________________________________________________________________________________________________. 
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